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【課題の概要】 
本研究は、研究代表者らが開発した「マウス造血幹細胞

(HSC)の in vitro 長期培養技術」を応用し、(１) 加齢等に
よる HSC のゲノム変異の蓄積とクローナル造血の評価及び
CRISPR/Cas9 gRNA ライブラリーを用いた網羅的ノックア
ウトによる白血病関連遺伝子のスクリーニングを実施すると
ともに、(２) ヒト HSC の同定及び in vivo 増殖手法の開発
を目指す提案である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
研究代表者ら独自のマウス HSC 長期培養技術を応用すれ

ば、造血系腫瘍発生メカニズムのより詳細な解析が可能とな
ることから、本研究が目指す研究成果が期待できる。また、
ヒト HSC の同定と長期培養系を確立できれば、創薬及び再
生医療分野におけるインパクトは大きい。 

 




